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インターバンクの声 （2014 年 11 月 14 日） 
 

今週は安倍首相が１２月に衆議員解散・総選挙と消費税増税の先送りをする

公算が高まったとの報道以降、株価の上昇と円売りが目立ってきた。これま

で１０％への消費税再引き上げの判断は、１２月８日の７－９月期 GDP２次速

報値の結果を見てからになるとされていたが、どうもそこまで待たず来週初

め１７日発表の１次速報値の結果で決断するようだ。しかしながら、実体は

GDPの結果が悪いことは想定済みで、下振れしている景気を改善させ、デフレ 

脱却を確実にしてから再増税に動くとのシナリオらしいが、問題はそう簡単

にことが運ぶのかどうかだ。とりあえず更なる緩和策の導入すらあるのでは

と期待する市場は、株価上昇と円売り反応となっているが、こうした上昇に

懐疑的になり始めている人も増えてきた。それでも相場は、大型船の動きと

同じで一旦ついた勢いを直ぐに止めることは難しい。年末年始の相場観とし

て、多くの市場参加者が占い始めた１２５円方向が見えてくるのかどうか、

来週の相場から目が離せない。 
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